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安全運転普及本部係

通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
あ※

２

や
と
り
ぃ
」
を
使
い
、

「
幼
児
、
小
学
生
、
高
齢
者
の
行
動
特
性
」
を
知
り
、

危
険
を
予
測
し
た
運
転
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
で
、
乗

務
員
等
を
管
理
す
る
91
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
同
安
全
協
議
会
の
根
本
忠
男
会
長
が

「
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
社
会
や
お
客
様
に

迷
惑
を
か
け
な
い
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
、
ホ
ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
と
そ
の
協
力
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
害

事
故
０
件
、
被
害
事
故
０
件
の
交
通
事
故
『
ゼ
ロ
』

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
研
修
で
は
本
田
技
研
工

業
（
株
）
の
安
全
運
転
普
及
本
部
が
展
開
し
て
い
る

交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
あ
や
と
り
ぃ
』
か
ら
、

幼
児
、
小
学
生
、
高
齢
者
の
行
動
特
性
を
知
り
、
学

ん
だ
こ
と
を
職
場
や
家
庭
に
戻
っ
て
、
交
通
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

研
修
で
は
、ま
ず「
あ
や
と
り
ぃ
」を
開
発
し
た
本
田

技
研
工
業
（
株
）安
全
運
転
普
及
本
部
鈴
鹿
モ
ビ
リ
テ

ィ
研
究
会
の
藤
村
哲
也
事
務
局
長
が
、
同
研
究
会
が

鈴
鹿
市
の
事
故
分
析
を
基
に
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
・
普
及
、指
導
者
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
。続
い
て
、同
じ
く
相
浦
和
則
主
任

が
、
鈴
鹿
市
で
は
教
育
現
場
の
実
践
か
ら
作
ら
れ
た

「
あ
や
と
り
ぃ
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
小
学
生
の
事

故
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
子
ど
も
の
交

通
安
全
教
育
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

プロドライバーとしての
自覚、誇り、実践的活動

物流を担う運送業界では、どのようにドライバーの安全意識を向上させ、交通事故防止や社会貢献を行っているの
だろうか。Honda製品の輸送を手がける日本梱包運輸倉庫（株）、ホンダ運送（株）、（株）ホンダ・エクスプレス、
（株）光明の４社が作るホンダ輸送グループ安全協議会の事故防止のための活動を取材し、その効果を探る。

写真上／管理監督
者研修交通安全教
育プログラム「あ
やとりぃ」のもよう
写真中央／ホンダ
輸送グループの１
つ、ホンダ運送
（株）でキャリア
カーに乗務する瀬
川孝司さん
写真下／交通安全
標語・ポスターの
表彰を行うホンダ
輸送グループ安全
協議会の根本忠男
会長

特集●プロドライバーの安全――ホンダ輸送グループの安全活動

７
月
26
日
午
前
９
時
30
分
、

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
ホ
テ
ル
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
ホ
ン

ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議

会
が
主
催
す
る
管
理
監
督
者

研
修
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、

輸
送
会
社
の
社
会
的
責
任
と

し
て
「
交
通
安
全
」「
品
質
向

上
」「
環
境
運
転
」
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
教

育
手
法
の
習
得
を
目
的
と
し

て
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
研
修
で
は
、
交

※1

※
１
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議
会
＝
本
田
技
研
工
業
（
株
）

の
製
品
輸
送
に
関
わ
る
４
社
で
構
成
さ
れ
、
交
通
事
故
を
絶

滅
さ
せ
る
た
め
、
安
全
運
転
の
啓
発
と
意
識
高
揚
の
た
め
の

教
育
・
指
導
・
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

※
２
あ
や
と
り
ぃ
＝
「
あ
ん
ぜ
ん
を
、
や
さ
し
く
、
と
き
あ
か
し
、

り
か
い
し
て
い
た
だ
く
」
の
略
称
で
小
学
３
〜
４
年
生
を
対

象
に
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ
て

気
づ
く
能
力
を
育
む
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
小
学
３
、

４
年
生
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。「
あ
や
と
り
ぃ
」
を
は

じ
め
、
幼
児
用
の
「
あ
や
と
り
ぃ
　
ひ
よ
こ
編
」、
小
学
生
向

け
「
あ
や
と
り
ぃ
　
自
転
車
編
」、
さ
ら
に
高
齢
歩
行
者
の
自

転
車
利
用
者
向
け
「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
が
開
発
さ
れ

て
い
る
。

※2
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つ
い
て
。「
青
信
号
が
点
滅
を
始
め
た
！
え
っ
！
あ

わ
て
て
引
き
返
し
て
し
ま
う
。
こ
の
現
象
は
高
齢

者
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
子

ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る
あ
わ
て
た
運
転
は
、
お
い
て

け
ぼ
り
は
い
や
だ
よ
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か

ら
。
止
ま
ら
な
い
で
、『
動
き
な
が
ら
、
安
全
確
認
』

を
し
ま
す
」。
で
は
、
な
ぜ
、
子
ど
も
は
止
ま
ら
ず

に
走
る
の
か
？
「
子
ど
も
の
発
育
中
の
心
は
、
走

ら
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
、
動
作
本
位
な
の
で
す
。

子
ど
も
に
は
、
ど
う
し
て
止
ま
ら
な
い
と
い
け
な
い

の
か
教
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」。
例
え
ば
自
転

車
で
は
、
止
ま
っ
て
物
を
見
る
の
と
、
動
き
な
が

ら
見
る
の
で
は
、
止
ま
っ
て
見
る
方
が
よ
く
見
え

る
こ
と
、
広
く
見
え
る
こ
と
、
そ
し
て
よ
く
聞
こ
え

る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
、「
子
ど
も

た
ち
は
、
自
転
車
で
体
験
し
な
が
ら
教
え
る
と
納

得
し
て
く
れ
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

最
後
に
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
発
生
場
所
、
時

間
帯
別
交
通
事
故
発
生
件
数
か
ら
見
た
事
故
の
特

さ
を
学
び
ま
し
た
」
と
い
う
。「
大
人
と
違
い
、
子

ど
も
の
視
野
が
狭
い
こ
と
を
我
々
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
は
考
え
て
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
行
動
特
性
を
ド
ラ
イ
バ
ー
は
理

解
し
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
職
場
だ
け

で
な
く
、
家
庭
を
含
め
た
交
通
安
全
活
動
を
進
め

る
安
全
協
議
会
に
と
っ
て
意
義
あ
る
研
修
に
な
っ

た
。管

理
監
督
者
研
修
の
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、

同
じ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
交
通
安
全
標
語
と

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
た
。

標
語
の
部
で
は
応
募
者
数
４
３
６
６
名
、
作
品

数
５
２
７
７
点
か
ら
、
最
優
秀
賞
各
社
１
名
、
優

秀
賞
各
社
３
名
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
応
募
者
数
２

２
０
名
、
作
品
数
２
２
１
点
か
ら
、
最
優
秀
賞

１
名
、
優
秀
賞
各
社
１
名
、
優
良
賞
・
子
ど
も

作
品
賞
各
社
１
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
前
年
を
上
回

る
応
募
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
の
標
語
は
次
の

と
お
り
。

●
「
気
を
つ
け
て

慣
れ
た
こ
の
道
い
つ
も
の
時
間

心
の
油
断
に
危
険
あ
り
」

（
日
本
梱
包
運
輸
倉
庫（
株
）･
牛
田
和
秀
）

●
「
同
じ
道
　
時
間
が
変
わ
れ
ば

違
う
道
　
気
持

ち
を
緩
め
ず

危
険
予
知
」

（
ホ
ン
ダ
運
送（
株
）･
宮
崎
新
）

●
「
ハ
ン
ド
ル
握
る
手
　
家
族
の
手
　
心
は
一
つ
安

全
運
転
！
」

（（
株
）ホ
ン
ダ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
小
城
美
恵
）

●
「
と
ま
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

小
さ
な

こ
の
子
に

大
人
の
見
本
」

（（
株
）
光
明
・
工
藤
謹
司
）

こ
の
最
優
秀
賞
の
標
語
は
「
の
ぼ
り
」
に
し
て
、

９
月
か
ら
行
わ
れ
る
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
か

ら
１
年
間
、
全
社
で
掲
載
す
る
。
ま
た
、
ポ
ス
タ

ー
の
部
は
、「
た
だ
い
ま
と

無
事
の
帰
り
を
待
つ

家
族
」（
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）
・
平
琢
磨
）
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
子
ど
も
作
品
賞
に
は
、
西
川
智

貴
（
日
本
梱
包
運
輸
倉
庫
（
株
））、
細
井
千
暉

（
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
））、
田
中
千
翔
人
（（
株
）
ホ
ン

ダ
･
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
と
小
野
雅
貴
（（
株
）
光

明
）、
が
選
ば
れ
、
西
川
さ
ん
（
１
面
写
真
下
）
と

田
中
さ
ん
が
表
彰
式
に
臨
ん
だ
。

管
理
監
督
者
研
修
、
表
彰
式
に
先
立
っ
て
、
25

日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全

協
議
会
の
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
が
開
か
れ
た
。
１
日

目
の
課
題
は
ブ
レ
ー
キ
コ
ー
ス
で
の
制
動
。
60
km
／

ｈ
で
走
行
し
て
、
指
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
通
過

し
た
と
こ
ろ
で
、
足
を
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
か
ら
ブ
レ

ー
キ
ペ
ダ
ル
に
移
し
換
え
て
、
し
っ
か
り
と
ブ
レ
ー

キ
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
み
Ａ
Ｂ
Ｓ
を
作
動
さ
せ
る
。

速
度
を
70
km
／
ｈ
、
80
km
／
ｈ
と
上
げ
て
、
同
じ

練
習
を
繰
り
返
し
、
１
日
目
は
終
了
し
た
。
２
日

目
は
、
午
前
７
時
か
ら
高
速
制
動
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
国
際
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
を

１
人
５
周
し
、
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ト
の
部
分
を
使

っ
て
、
１
０
０
km
／
ｈ
か
ら
の
制
動
を
１
回
、
１

１
０
km
／
ｈ
と
１
２
０
km
／
ｈ
で
の
制
動
を
２
回

ず
つ
行
う
。
参
加
者
は
高
速
度
域
で
も
、
安
全
に

停
止
で
き
る
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
を
練
習
す
る
。
９
時
、

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
参
加
者
は
通
常
の

濡
れ
た
路
面
と
、
さ
ら
に
す
べ
り
や
す
い
路
面
で

の
乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
の
挙
動
、
制
動
の
違
い
を

体
験
し
た
。
午
後
も
、
乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
の
両

方
で
回
避
訓
練
な
ど
を
行
い
、
２
日
目
は
終
了
。

３
日
目
は
国
際
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
で
高
速
走

行
や
、
教
室
で
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
３
日
間
の
研
修
は
終
わ
っ
た
。

参
加
し
た
（
株
）
ホ
ン
ダ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

奥
山
雅
巳
さ
ん
は
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
国
際
レ

ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
高
速
制
動
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
。「
普
段
、
で
き
な
い
こ
と

を
体
験
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。
１
２
０
km
／
ｈ

か
ら
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の
は
、
初
め
て
の
体
験

で
し
た
か
ら
。
雨
で
コ
ー
ス
が
濡
れ
て
い
ま
し
た

が
、
安
全
に
停
止
で
き
る
の
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
お
か
げ

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
安
全
運
転
研
修

は
数
回
参
加
し
ま
し
た
が
、
他
社
と
合
同
の
も
の

は
初
め
て
で
す
。
他
社
で
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

方
々
と
意
見
交
換
が
で
き
て
、
と
て
も
刺
激
に
な

り
ま
し
た
」
と
納
得
の
表
情
だ
っ
た
。「
緊
急
時
は

ブ
レ
ー
キ
を
強
く
踏
み
込
ま
な
い
と
、
そ
の
性
能

を
フ
ル
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

と
い
う
の
は
日
本
梱
包
運
輸
倉
庫
（
株
）
の
樋
山

重
則
さ
ん
。「
た
だ
し
、
普
段
私
が
乗
務
し
て
い
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
は
積
荷
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
研
修
で
練
習
し
た
急
ブ
レ
ー
キ
を
使
う
よ
う
な

状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
余
裕
の
あ
る
運
転
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
改
め
て
感
じ
た
と
語

っ
て
く
れ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全

協
議
会
が
推
進
し
て
い
る
安
全
運
転
指
導
な
ど
を
、

日
々
の
業
務
で
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）関
西
営
業
部
鈴
鹿
事

業
所
の
瀬
川
孝
司
さ
ん
（
41
歳
）
の
１
日
を
追
っ

た
。
瀬
川
さ
ん
は
、
１
９
９
０
年
に
ホ
ン
ダ
運
送

（
株
）
に
入
社
以
来
、
15
年
間
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー

（
四
輪
車
を
輸
送
す
る
ト
レ
ー
ラ
ー
）
を
専
門
に
乗

管理監督者研修では、チャイルドビジョン（幼児視界体験メガネ）を
使って子どもの視野が大人より狭いことなどを鈴鹿モビリティ研究会
の相浦和則主任が説明

ドライバー研修では、鈴鹿サーキット国際レーシング
コースを利用しての高速制動（写真右上）、すべりやす
い路面での制動（写真中央）などを参加者が体験した

徴
、
飛
び
出
し
、
安
全
不
確
認
な
ど
子

ど
も
の
事
故
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
研
修
を
終
え
た
。

受
講
し
た
（
株
）
光
明
の
坂
本
登
さ

ん
は
16
歳
、
14
歳
、
９
歳
の
子
ど
も
を

持
つ
親
。「
と
く
に
自
転
車
に
乗
る
時
の

子
ど
も
の
行
動
特
性
や
事
故
の
特
徴
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

自
分
の
感
覚
だ
け
で
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
の
で
、
今
日
の
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職

場
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
毎
日
の
朝
礼
で

子
ど
も
や
高
齢
者
の
行
動
特
性
を
伝
え
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
し
た
い
」
と

話
す
。
同
じ
く
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）
の

笠
井
真
一
郎
さ
ん
も
４
歳
の
息
子
の
親
。

「
子
ど
も
の
目
線
で
考
え
る
こ
と
の
大
切

「
交
通
安
全
と
は
、
安
心
で
き
る
、
危
険
に
あ
わ

な
い
、
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
『
止
ま
っ
て
確

か
め
る
』
こ
と
が
基
本
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
で
き
る
と
、
子

ど
も
の
事
故
は
減
り
ま
す
」。
次
に
、
子
ど
も
の
行

動
特
性
を
説
明
す
る
。「
男
の
子
の
３
人
に
１
人
は

道
路
を
走
っ
て
渡
り
ま
す
。
信
号
で
は
、
１
度
止

ま
る
、
安
全
を
確
か
め
る
と
い
う
知
識
は
も
っ
て

い
ま
す
が
、
行
動
が
伴
わ
な
い
。
つ
い
、
飛
び
出
し

て
し
ま
う
。
行

動
に
つ
な
げ
る

に
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
繰
り

返
し
、
繰
り
返

し
行
う
こ
と
で

す
」。
次
は
予
測

が
つ
か
な
い
子

ど
も
の
行
動
に

余
裕
を
持
っ
た
運
転
――

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
み
る

一
日
の
運
転
行
動

実
践
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
――

ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全

協
議
会
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修

家
族
で
安
全
を
考
え
る

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

の
表
彰
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務
し
て
い
る
。

７
月
14
日
午
前
９
時
30
分
、
鈴
鹿
市
の
本
田
技

研
工
業
（
株
）
鈴
鹿
製
作
所
で
生
産
さ
れ
た
完
成

車
が
並
ぶ
本
郷
出
荷
セ
ン
タ
ー
に
、
瀬
川
さ
ん
が

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
を
運
転
し
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の
日

の
積
荷
は
、
フ
ィ
ッ
ト
３
台
、
モ
ビ
リ
オ
・
ス
パ

イ
ク
２
台
、
バ
モ
ス
２
台
の
計
７
台
。
キ
ャ
リ
ア

カ
ー
に
タ
イ
ヤ
止
め
を
設
置
し
、
完
成
車
の
外
装

を
指
差
し
確
認
で
チ
ェ
ッ
ク
。
完
成
車
の
停
止
位

置
を
確
認
し
て
、
荷
台
に
積
み
込
ん
で
い
く
。
指

差
し
で
手
順
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
ワ
イ

ヤ
ー
で
完
成
車
を
荷
台
に
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

同
じ
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
１
時
間
ほ
ど
で
７
台

の
積
み
込
み
を
完
了
し
た
。
こ
の
日
の
運
行
ル
ー

ト
は
、
本
郷
出
荷
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

→

国
道
１
号
線→

名
神
高
速
道
路
・
栗
東
IC→
名

神
高
速
道
路
・
茨
木
IC→

（
株
）
デ
ポ
ッ
ク
ス
関

西
（
大
阪
府
茨
木
市
）、
で
あ
る
。
目
的
地
の
（
株
）

デ
ポ
ッ
ク
ス
関
西
は
お
客
様
に
届
け
る
前
の
納
車

整
備
や
、
販
売
会
社
オ
プ
シ
ョ
ン
装
備
の
取
り
付

け
を
行
う
会
社
だ
。

ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）
で
は
社
内
規
定
で
、
一
般

道
路
で
は
最
高
60
km
／
ｈ
、
高
速
道
路
で
は
最
高

80
km
／
ｈ
で
走
行
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
も
１
６
０
０
回

転
以
下
で
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
こ

れ
ら
の
制
限
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は
車
内
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
（
走
行
中
の
速

度
、
距
離
、
時
間
を
記
録
す
る
装
置
）
か
ら
警
告

音
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
瀬
川
さ
ん
は
、
停

止
状
態
か
ら
発
進
し
た
ら
、
早
め
早
め
に
ギ
ア
を
シ

フ
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
回
転
数
を
上
げ
な
い
よ
う
に

運
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
CO2
が
ク
ル
マ
の
発
進
時

に
最
も
多
く
排
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
で
き
る
だ

け
抑
え
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
だ
と
い
う
。

走
行
中
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
は
乗
用
車
の
よ
う
な

急
ブ
レ
ー
キ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
前
車
と
の

間
に
、
乗
用
車
が
２
、
３
台
走
行
で
き
る
く
ら
い

の
距
離
を
と
っ
て
い
る
。
乗
用
車
の
よ
う
な
フ
ッ

ト
ブ
レ
ー
キ
の
他
に
、
リ
タ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
補

助
ブ
レ
ー
キ
や
ト
レ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
キ
（
後
輪
の
み

に
効
く
ブ
レ
ー
キ
）
を
手
で
操
作
し
、
下
り
坂
な

ど
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。
ま
た
、
CO2
削
減

の
た
め
に
、
走
行
中
、
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
が
常

に
１
１
０
０
回
転
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
ギ
ア
を

選
ぶ
。
１
１
０
０
回
転
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
燃

料
の
消
費
も
必
要
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

「
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
で
60
km
／

ｈ
で
も
、
80
km
／
ｈ
で
も
１
１
０
０
回
転
を
キ
ー

プ
し
ま
す
。
こ
の
運
転
の
仕
方
が
、
最
も
低
燃
費

で
走
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
は
余
裕
を
持
っ
た
運
転
に
つ
な
が
り
、
結
果
と

し
て
安
全
運
転
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。
ま

た
、「
運
送
業
界
全
体
で
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
一
昔
前
と
比
べ
る
と
、
猛

ス
ピ
ー
ド
で
と
ば
す
大
型
車
は
減
っ
て
い
て
、
走

行
環
境
は
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感

想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
日
、
一
般
道
を
走
行
中
、
対
向
車
の
ト
ラ

ッ
ク
が
道
路
に
落
ち
て
い
る
部
品
の
よ
う
な
も
の

を
跳
ね
飛
ば
し
、
そ
れ
が
瀬
川
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ー
の
目
の
前
を
横
切
る
よ
う
に
転
が
っ
て
き
た
。
い

ち
早
く
、
そ
れ
を
発
見
し
減
速
。
そ
の
部
品
が
目

の
前
を
通
過
す
る
の
を
確
認
す
る
。
走
行
中
は
安

全
運
転
だ
け
で
な
く
、
道
路
に
落
ち
て
い
る
も
の

や
は
み
出
し
て
い
る
障
害
物
を
積
荷
で
あ
る
完
成

車
に
当
て
な
い
た
め
に
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

「
積
荷
は
お
客
様
が
購
入
し
た
大
事
な
ク
ル
マ
と
い

う
意
識
を
常
に
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
。「
例
え
ば
、

山
道
な
ど
で
、
道
路
に
木
の
枝
な
ど
が
垂
れ
下
が

っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
通
過
し
た
ら
、
木

の
枝
が
完
成
車
に
接
触
し
て
キ
ズ
が
入
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
時
は
、
木

の
枝
を
避
け
る
よ
う
に
通
過
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

対
向
車
が
接
近
し
て
い
た
ら
、
安
全
な
状
態
に
な

る
ま
で
待
ち
ま
す
」。

12
時
20
分
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
は
滋
賀
県
の
栗
東

IC
か
ら
名
神
高
速
道
路
に
入
る
。
高
速
道
路
で
は
、

常
に
80
km
／
ｈ
未
満
を
維
持
し
て
、
３
車
線
の
中

で
最
も
左
の
レ
ー
ン
を
走
行
。
や
む
を
得
ず
、
車

線
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
周
囲
に

自
分
の
行
き
た
い
方
向
が
十
分
に
伝
わ
る
よ
う
ウ

ィ
ン
カ
ー
は
早
め
に
出
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
評

価
さ
れ
、
瀬
川
さ
ん
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

生
販
物
流
部
よ
り
、
平
成
15
年
度
の
優
良
乗
務
員

と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
13
時
10
分
、
茨
木
IC

で
名
神
高
速
道
路
を
出
て
間
も
な
く
、
目
的
地
の

（
株
）
デ
ポ
ッ
ク
ス
関
西
に
予
定
通
り
到
着
。
一
般

道
路
か
ら
歩
道
を
横
切
っ
て
、
駐
車
場
に
進
入
し

よ
う
と
し
た
時
、
瀬
川
さ
ん
は
歩
道
を
走
る
自
転

車
を
発
見
。
歩
道
の
前
で
一
時
停
止
し
て
、
自
転

車
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
か
ら
駐
車
場
に
入

っ
た
。
完
成
車
を
降
ろ
し
た
瀬
川
さ
ん
は
休
憩
を

兼
ね
て
昼
食
を
と
り
、
往
路
と
同
じ
ル
ー
ト
で
ホ

ン
ダ
運
送
（
株
）
関
西
営
業
部
鈴
鹿
事
業
所
へ
と

戻
っ
て
い
っ
た
。

瀬
川
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
す
べ
て
に
お
い
て
安

全
を
優
先
さ
せ
る
」
こ
と
だ
。「
こ
れ
は
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
自
分
が
あ
せ
る
よ
う
な
状
況
を

作
り
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
ま

す
。
完
成
車
を
積
む
時
、
降
ろ
す
時
は
、
定
め
ら

れ
た
手
順
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
、
作
業

を
進
め
ま
す
。
到
着
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合

は
、
２
時
間
は
余
裕
を
持
っ
て
行
動
し
ま
す
。
運

転
中
は
運
転
に
意
識
を
集
中
し
て
、『
急
が
な
け
れ

ば
』
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
後
方
の
ク
ル
マ
が
あ
お
っ
て
き
て
も
気
に
し
ま

せ
ん
。
後
ろ
を
気
に
し
て
し
ま
う
と
、
結
果
と
し
て

前
方
へ
の
注
意
力
が
低
下
す
る
の
で
。
後
輩
の
若

い
乗
務
員
に
よ
く
言
う
の
は
、
交
差
点
の
真
ん
中

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
絶
対
に
あ
せ
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
う
い
う
状
況
ほ
ど
落
ち
着

い
て
周
り
を
見
る
余
裕
を
持
て
と
。『
運
転
中
は
精

神
状
態
を
一
定
に
保
つ
』
こ
れ
が
安
全
運
転
に
必

要
な
こ
と
で
す
」。
瀬
川
さ
ん
に
は
今
も
大
事
に
し

て
い
る
言
葉
が
あ
る
。
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
で
聞
い
た
「
運
転
技
術
は
練

習
で
向
上
で
き
る
が
、
過
労
と
睡
眠
不
足
に
は
絶

対
に
勝
て
な
い
」
と
い
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
言

葉
だ
。「
日
に
よ
っ
て
は
、
夕
方
に
乗
務
が
終
わ
っ

て
、
翌
日
の
午
前
２
時
、
３
時
に
出
発
と
い
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
で
も
、
睡
眠
は
十

分
に
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
目
が
大
事
な
の
で
、
目
に
い
い
と
言
わ
れ
る
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
ん
だ
野

菜
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。
こ
ん
な
父
親

な
の
で
、
自
分
の
子
ど
も
に
も
交
通
安
全
に
つ
い

て
は
う
る
さ
く
言
っ
て
い
る
と
笑
っ
た
。

ホ
ン
ダ
製
品
の
輸
送
を
担
う
４
社
が
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
安
全
運
転
活
動
に
取
り
組
ん
だ
の
は
１

９
７
１
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
前
年
に
発
足
し
た
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
の
活
動

に
協
力
し
て
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
化
を
目
的
に
年
間

無
事
故
競
争
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
１
９
７
１
年
か
ら
毎
年
、
無
事
故
競
争
を

行
っ
て
き
た
。
こ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
４

社
と
し
て
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
１
９
８
４

年
に
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議
会
と
し
て

正
式
に
発
足
。
運
営
は
４
社
が
２
年
ず
つ
交
代
し

て
持
ち
回
り
で
幹
事
会
社
と
な
り
行
っ
て
い
る
。

物
流
に
お
け
る
ホ
ン
ダ
の
安
全
の
考
え
方
を
本

田
技
研
工
業
（
株
）
生
販
物
流
部
製
品
物
流
室
の

渡
辺
浩
一
室
長
は
「
お
客
様
や
社
会
か
ら
信
頼
を

得
て
存
在
し
て
い
く
に
は
、
新
し
い
価
値
を
提
供

す
る
こ
と
や
、
お
客
様
目
線
で
質
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
へ
お
届
け
す

る
輸
送
に
お
い
て
も
、
業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安

全
性
と
環
境
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
安
全
面
で

は
、
積
み
降
ろ
し
作
業
環
境
や
運
搬
車
輌
の
安
全

装
置
は
も
と
よ
り
、
乗
務
員
の
意
識
改
革
が
主
な

活
動
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
守
る
べ

き
活
動
を
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議
会
が

着
実
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
お
客
様

の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

安
全
協
議
会
の
活
動
は
、
ホ
ン
ダ
の
拠
点
で
あ

る
狭
山
（
埼
玉
県
）、
浜
松
（
静
岡
県
）、
鈴
鹿
（
三

重
県
）、
熊
本
（
熊
本
県
）
の
４
地
区
に
地
区
部
会

を
設
け
て
部
会
ご
と
に
行
う
活
動
と
、
全
体
で
取

り
組
む
活
動
で
構
成
さ
れ
る
。
全
体
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
研
修
、
管
理
監
督
者
研
修
、
交
通
安
全
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
募
集
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
発
行
、
年
間
無
事
故
競
争
･
表
彰
な
ど
に
取

り
組
む
。
今
年
の
幹
事
会
社
で
、
安
全
協
議
会
会

長
を
務
め
る
（
株
）
光
明
の
根
本
忠
男
常
務
は
、

「
４
社
に
加
え
て
、
そ
の
協
力
会
社
も
事
故
ゼ
ロ
に

し
て
い
く
こ
と
が
当
初
か
ら
の
方
針
で
、
１
社
で

は
や
り
き
れ
な
い
こ
と
を
、
４
社
で
共
同
し
て
、
一

定
レ
ベ
ル
の
教
育
、
活
動
を
行
う
こ
と
に
安
全
協

議
会
の
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
お
互
い
の
良
い
所

や
活
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
語
る
。
活

動
の
成
果
と
し
て
、「
安
全
意
識
が
無
事
故
競
争
、

家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
交
通
安
全
標
語
･
ポ
ス

タ
ー
活
動
な
ど
を
通
じ
て
家
庭
に
も
浸
透
し
て
き

た
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
標
語
で
は
家
族
に
関
わ
る

作
品
が
増
え
、
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
の
応

募
が
増
え
て
い
て
、
５
歳
の
子
が
作
品
を
出
す
な

ど
、
年
齢
層
も
広
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
子
ど
も

か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
に
親
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が

気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ

り
、
事
故
は
確
実
に
減
っ
て
き
て
お
り
、
加
害
事

故
は
こ
の
７
年
間
で
４
件
か
ら
１
件
に
減
少
。
し

か
し
、課
題
も
あ
る
。被
害
事
故
が
一
昨
年
の
７
件

か
ら
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
昨
年
は
追
突
な
ど
15

件
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
追
突
さ
れ
な
い
防
衛
運

転
、
追
突
を
誘
発
す
る
よ
う
な
運
転
を
し
な
い
こ

と
で
防
ぐ
と
と
も
に
、
家
族
を
含
め
た
交
通
安
全

教
育
を
広
め
、
危
険
を
予
測
し
た
運
転
、
子
ど
も
、

高
齢
者
を
含
め
た
防
衛
運
転
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

事
故
『
ゼ
ロ
』
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
の
管
理
監
督
者
研
修
で
「
あ
や
と
り
ぃ
」

を
採
用
し
た
の
は
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
行
動
特

性
を
知
る
こ
と
で
、
危
険
を
予
測
し
た
運
転
に
つ

な
が
る
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
こ
う
し
た
試
み

を
知
る
こ
と
か
ら
防
衛
運
転
へ
つ
な
げ
る
視
点
を

見
つ
け
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
家
庭
で
の
教
育
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
期
待
を
こ
め
て
い
る
。

「
安
全
協
議
会
で
あ
や
と
り
ぃ
教
育
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
安
全

協
議
会
の
活
動
は
、
各
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ

め
社
員
か
ら
、
そ
の
家
族
、
そ
し
て
地
域
社
会
へ

と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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